Dify 導入と使い方の完成版
初心者向け  実画面と図解で学ぶ
この教材では、Windows上でDifyを動かし、PC内のAIと練習用FAQをつないで、質問に答えるアプリを作ります。導入済みのこのPCでは、起動方法と現在の設定の確認から始められます。
一つの操作ごとに「どこで操作するか」「何をするか」「何が出れば成功か」を確認してください。説明の途中で動画を止め、同じ操作を終えてから進みます。
現在の検索設定は高品質のベクトル検索とbge-m3です。過去版の経済的検索の説明は使わず、この完成版の手順にそろえてください。
青  操作     緑  成功の確認     紫  用語と補足     橙  注意
対象は、このPCで確認したDify 1.19.0です。ソフトの画面はバージョンで変わります。実画面の画像と、用途の構成例を区別しています。
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最初は第1章から順に。すでに導入済みなら第4章から。操作で困った場合は第7章へ戻ります。
動画は9ファイルに分かれています。01_教材を開く.html から順に選んで再生できます。動画は文字による解説と図・実画面の静止画を中心とした音声なしの教材です。


Difyを一から使うための教材
第1章  仕組みと教材の見方  ／ スライド01
この教材でできるようになること
完成の目標
自分のPCでDifyを開き、練習資料をもとに 質問へ回答するAIアプリを作ります。
学ぶ順番
ソフトの役割 → 導入 → AI接続 → 資料検索 → 回答確認。 導入済みの方は第4章から復習できます。
動画の見方
1枚ごとに止め、操作してから再開してください。 字幕・図解・実画面で説明します。音声はありません。
※ このPCで確認したDify 1.19.0の学習用構成です。すでに導入済みなら初期導入を繰り返す必要はありません。


それぞれのソフトは何をするのか
第1章  仕組みと教材の見方  ／ スライド02
ソフトを入れる理由を知る
	名前
	役割
	なぜ必要か

	WSLとUbuntu
	Windowsの中にLinuxの作業場所を作る
	今回のDifyを置き、起動命令を実行する

	Docker Desktop
	Difyの関連部品をまとめて動かす
	Web画面やデータ保存などを連携させる

	Dify
	AIアプリの処理の順番を組む
	入力・検索・AI・回答をつなぐ

	Ollamaとモデル
	PC内でAIモデルを動かす
	外部の有料APIキーを使わず回答を試す


※ Composeは複数のコンテナーをまとめて起動する仕組みです。今回のモデル取得などにはネット接続を使います。


画面の見分け方と教材の色
第1章  仕組みと教材の見方  ／ スライド03
どこで操作するかを間違えない
青  操作
PowerShellはWindowsの命令。UbuntuはLinuxの命令。 Difyはブラウザーで開く操作画面です。
緑  確認
設定しただけで終わらず、画面や回答で成功を確かめます。
紫  用語 と 橙  注意
初めての言葉は※印で説明します。 注意点は、該当する操作の近くで確認してください。
※ 以後は「操作する場所」「操作」「確認」の順で読みます。PS C:\…> や $ は命令と一緒に入力しません。


始める前にPCを確認する
第2章  WSLとUbuntuの準備  ／ スライド04
このPCでの導入条件を把握する
場所  Windowsの設定
システムのバージョン情報で、Windowsの種類、 システムの種類、メモリーを確認します。
このPCで確認した値
Windows 11 Home、x64、メモリー64GB。 ダウンロード時は、このPCではx64用を選びました。
導入時の準備
ネット接続、ソフトとモデルを置く空き容量、 再起動できる時間を用意します。
※ 64GBはこのPCの実測値です。必須メモリーの一律の基準ではありません。大きいAIモデルほど多くの資源を使います。


PowerShellからUbuntuを導入する
第2章  WSLとUbuntuの準備  ／ スライド05
WindowsにLinuxの作業場所を用意する
場所  Windows PowerShell
スタートでPowerShellを検索し、管理者として実行。 表示された管理者確認はPC本体で操作します。
操作  次の命令を実行
wsl --install -d Ubuntu
確認  再起動後に続きを開く
再起動が必要と表示されたら再起動します。 Ubuntuの導入とユーザー作成画面へ進みます。
このPCで使った代替命令  & "C:\Program Files\WSL\wsl.exe" --install -d Ubuntu
※ このPCでは短い名前のwslが見つからず、C:\Program Files\WSL\wsl.exe を指定しました。存在する場合の代替命令はWordに掲載。


Ubuntuのユーザーとパスワードを作る
第2章  WSLとUbuntuの準備  ／ スライド06
Ubuntuの入力待ちになるまで進める
場所  Ubuntuの初回起動画面
ユーザー名を決めて入力します。 このPCでは difyuser を使いました。
操作  パスワードを2回入力
New password と Retype new password に入力。 入力中に文字や点が見えなくても正常です。
確認  入力待ちが表示される
difyuser@…:$ のような表示になれば次へ進めます。 システム情報の送信協力は任意の選択です。
※ UbuntuとDifyの管理者アカウントは別です。パスワードを録画・資料・チャットへ載せません。


コピーと貼り付けを落ち着いて行う
第2章  WSLとUbuntuの準備  ／ スライド07
余計な文字を混ぜずに命令を実行する
コピー  説明書の命令だけ選択
Windows側でコピーは Ctrl+C。 $ や PS C:\…> は含めません。
貼り付け  Ubuntuの入力欄
Windows Terminalでは通常 Ctrl+Shift+V。 端末によっては右クリックでも貼り付けられます。
確認してからEnterを1回
先頭に ^[[200~、末尾に ~ が混じったら実行せず消す。 処理中に同じ命令を何度も送らないようにします。
※ UbuntuでCtrl+Cを押すと実行中の処理を中止する場合があります。長いダウンロードは進行表示を確認して待ちます。


Dockerを導入してUbuntuと連携する
第3章  DockerとDifyの起動  ／ スライド08
UbuntuからDockerを使えるようにする
[image: ]
実画面  左下のSettingsから設定を開きます
Docker公式サイトでWindows x64用を取得し、導入して起動します。
Settings → Resources → WSL Integration を開きます。
Ubuntuとの連携を有効にし、Applyで適用します。
確認  Ubuntuで docker version と docker compose version を実行。ServerとComposeのバージョンが出ることを確認。
※ 入手先は docs.docker.com/desktop/setup/install/windows-install/ 。この構成ではUbuntu内へ別のDocker Engineを重ねて導入しません。


Difyの部品をダウンロードして起動する
第3章  DockerとDifyの起動  ／ スライド09
今回準備した導入ファイルの役割を理解する
場所  Ubuntu
Dify_setup.sh は公式Dify 1.19.0を展開し、 このPC内に限定した設定で関連部品を起動するファイルです。
操作  初回導入時だけ実行
bash /mnt/c/Users/user/Documents/Codex/ 2026-11-13/new-chat/outputs/Dify_setup.sh
確認  ダウンロードと起動を待つ
Pullingは取得中、Startedは部品の起動を示します。 途中のSTOPやerrorは第7章の対処を確認します。
コピー用の1行  bash /mnt/c/Users/user/Documents/Codex/2026-11-13/new-chat/outputs/Dify_setup.sh
※ 命令は改行せず1行で入力します。すでに起動できているこのPCで、初期導入をやり直す必要はありません。


ブラウザーでDifyを開く
第3章  DockerとDifyの起動  ／ スライド10
Difyのログインまたは初期設定画面を表示する
場所  Windowsのブラウザー
Docker Desktopを起動した状態で、 アドレス欄へ次のURLを入力します。
操作  このPCのアドレス
http://localhost:8080
確認  Difyの画面が開く
初回は管理者設定、設定後はログインやホームが表示。 開かないときはDockerのContainersでDifyの起動を確認。
※ localhostはこのPCです。今回のポートは127.0.0.1に限定しています。別のPCへの公開手順はこの教材に含みません。


Difyの管理者アカウントを設定する
第3章  DockerとDifyの起動  ／ スライド11
入力欄を順番に理解する
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実画面  入力前の状態
① メールアドレスはログインに使います。
② ユーザー名は画面に表示する名前です。
③ パスワードを本人が入力します。
④ セットアップを押してホームへ進みます。
確認  Difyのホームまたはスタジオが開けば完了です。すでに作成済みならログインします。
※ Ubuntuのユーザーとは別のアカウントです。画面のパスワード条件を読んで設定してください。


回答用AIと検索用AIを分けて考える
第4章  PC内AIの接続  ／ スライド12
2つのモデルを入れる理由を知る
	部品
	今回の名前
	役割

	モデルの実行サービス
	Ollama
	PC内のモデルを呼び出して動かす

	Difyの接続部品
	公式Ollamaプラグイン
	DifyとOllamaの間を橋渡しする

	回答を作るモデル
	qwen3.8:27b
	質問と資料を読み、回答文を作る

	検索を助けるモデル
	bge-m3
	文と質問を数値化し、近い資料を探す


※ 今回のqwen3.8:27bは既存モデルです。別のPCに最初からあるとは限りません。bge-m3は約1.2GBを追加しました。


Difyに回答用モデルを登録する
第4章  PC内AIの接続  ／ スライド13
DifyからPC内の回答用AIへ接続する
場所  モデル提供元の設定
連携または設定からモデル提供元を開き、 公式Ollamaプラグインを導入します。
操作  モデルを追加
Model Name：qwen3.8:27b 種類：LLM  モード：Chat  API Key：空欄
操作と確認  接続して保存
Base URL：http://host.docker.internal:11434 保存に成功し、LLMノードでモデルを選べることを確認。
※ このURLはDocker内のDifyからホストPCのサービスへ接続する値です。モデルの存在とOllamaの稼働が前提です。


検索用モデルをText Embeddingで登録する
第4章  PC内AIの接続  ／ スライド14
文章を検索用の数値へ変えるモデルを設定する
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実画面  bge-m3の登録欄を拡大
bge-m3のダウンロード完了後に登録します。
Model Name は bge-m3。
種類は Text Embedding を選びます。
Base URLは回答用と同じ。API Keyは空欄。
確認  保存後、埋め込みモデルの選択肢にbge-m3が表示されることを確認します。
※ Embeddingは文章を数値の並びに変える処理です。このモデルは会話の回答文を作るためのものではありません。


FAQ資料を取り込む
第5章  FAQ資料と検索の設定  ／ スライド15
AIが参照する練習資料を用意する
場所  Difyのナレッジ
ナレッジの作成から、ファイルの取り込みを選びます。 ナレッジはAIが検索して読む資料の置き場所です。
操作  改善版の練習資料を選択
練習資料フォルダーの FAQ_練習用.txt を選び、 アップロード完了を確認して次へ進みます。
確認  内容を読む
架空の教室の受付時間・料金・貸し出し条件です。 質問例と答えを一組ずつ、空行で区切ってあります。
※ このFAQは練習用です。教室や金額は実際の営業情報ではありません。


資料を検索しやすいまとまりに分ける
第5章  FAQ資料と検索の設定  ／ スライド16
質問と答えが同じ断片に入るようにする
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実画面  チャンクの入力欄を拡大
チャンク識別子は \n\n（空行）です。
最大長1024、重複1で設定しました。
プレビューで質問と答えを確認。
一つの答えが途中で切れていないか確認。
確認  今回の改善版資料では9チャンクになりました。別の資料では件数が変わります。
※ チャンクは検索する資料の小さなまとまりです。資料が変われば最適な分け方も変わります。


高品質のベクトル検索を設定する
第5章  FAQ資料と検索の設定  ／ スライド17
意味の近い資料を検索できる状態にする
操作  ナレッジの設定
インデックス方法：高品質 埋め込みモデル：bge-m3
操作  検索方法
ベクトル検索を選択。 Top Kは3、スコア閾値はオフ。
確認  処理完了を待つ
保存して処理を押し、「利用可能」になるまで待つ。 設定だけでなく、検索テストで資料が出るか確かめます。
※ Top Kは取り出す資料の件数です。閾値は類似度の足切り条件です。今回の学習設定ではオフにしています。


既存資料の方式を変えたら再処理する
第5章  FAQ資料と検索の設定  ／ スライド18
設定変更後も実際に検索できるか確かめる
操作  既存資料を開く
ドキュメント → もっと → チャンク設定。 条件を確認し「保存して処理」を実行します。
確認  処理完了後に検索テスト
「利用可能」になったら「パソコンがない」と検索。 無料貸し出しと予約時の申込みを含む資料が出るか確認。
検索結果が0件のとき
資料が有効か、埋め込みモデルが動くか、 再処理が済んでいるかを順番に確認します。
※ このPCでは経済的検索から変更した直後は0件でした。再処理して9チャンクの作成後、検索できることを確認しました。


質問から回答まで4つの部品をつなぐ
第6章  チャットフローを作る  ／ スライド19
知識検索を含むチャットフローを作る
[image: ]
実機で作成したFAQフロー
ユーザー入力：質問を受け取る。
知識検索：FAQから関係する資料を探す。
LLM：質問と資料をもとに回答文を作る。
回答：作った文章を画面に表示する。
確認  スタジオ → 最初から作成 → チャットフロー。入力 → 知識検索 → LLM → 回答の順につなぎます。
※ ノードは処理の部品です。線は進む順番を示します。線だけでなく、各ノードに渡す変数も設定します。


知識検索ノードの入力と設定を確認する
第6章  チャットフローを作る  ／ スライド20
何を探し、どの資料を使うか指定する
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実画面  検索ノードの設定を拡大
クエリはユーザー入力の query。
ナレッジには取り込んだFAQを選択。
検索設定はウェイト設定。
セマンティクス1.0、キーワード0、Top K 3。
確認  スコア閾値はオフ。今回の構成では追加のRerankモデルを選ばず、チェックリストの不足を解消しました。
※ queryは今回の質問、resultは検索結果です。ナレッジと知識検索ノードの両方に検索設定があります。


LLMへ質問と検索結果を渡す
第6章  チャットフローを作る  ／ スライド21
参照資料に沿って回答する指示を設定する
操作  LLMノードのコンテキスト
知識検索の result を選択します。 回答用のモデルは qwen3.8:27b を選びます。
操作  SYSTEMの指示
参照資料だけを根拠に日本語で簡潔に答える。 資料にない情報は「この資料では確認できません」と答える。
操作  参照資料とUSER
SYSTEMへ「参照資料：」と {{#context#}} を挿入。 USERにユーザー入力のquery、回答ノードにLLMのtextを指定。
※ コンテキストはAIが判断に使う参考情報、プロンプトは指示文です。変数は画面の変数選択から指定します。


回答は元の資料と比べて確認する
第7章  回答確認と日常の使い方  ／ スライド22
処理の成功と回答の正しさを別々に確かめる
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実画面  改善後の無料貸し出しへの回答
プレビューへ「パソコンがない」と入力。
無料で借りられると答えているか確認。
予約時の申込み条件も答えているか確認。
引用元と元のFAQを開き、内容を比べます。
確認  料金・期限・否定条件も照合します。「処理成功」の表示だけでは回答の正しさは判断できません。
※ このPCでは資料に質問例を含む例題8問を確認済みです。別の言い方や複数条件の質問も追加して評価します。


困ったら表示を読んで一つずつ確認する
第7章  回答確認と日常の使い方  ／ スライド23
今回起きたエラーの対処を知る
	表示や状態
	今回の対処

	docker.sock permission denied
	登録済みのグループを反映するためUbuntuをexitし開き直す

	newgrpがない
	追加導入せず、Ubuntuを開き直して反映

	資格情報ヘルパーが見つからない
	公開イメージ取得用のDify_resume.shで再開

	プラグイン保存先のpermission denied
	専用保存先の所有者を確認し修正スクリプトで対処

	11434番が使用中
	既存のAIサービスを利用。停止中のdify-ollamaは起動しない


※ 今回の状態に対する対処です。原因不明のままフォルダー削除や全体への権限変更を行わず、エラーの最後の行を確認します。


翌日も開けるようにして学習を終える
第7章  回答確認と日常の使い方  ／ スライド24
起動方法と保存状態を覚える
次回の開き方
Docker Desktopを起動 → http://localhost:8080 → スタジオ → はじめてのDify・操作練習。
保存状態の確認
今回のアプリは自動保存された下書きです。 外部公開はしていません。公開前に別途、設定と回答を確認。
データを守る基本
停止は動きを止めること、削除は消すこと。 コンテナーやボリュームを、やり直し目的で削除しません。
※ ボリュームはデータの保存場所、イメージは部品の元データです。PC再起動後はDockerとAIサービスの稼働も確認します。


仕事での活用例
第8章  ／ スライド25
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仕事での活用例
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参照情報とRAGの考え方
第9章  ／ スライド32
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参照情報とRAGの考え方
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参照情報とRAGの考え方
第9章  ／ スライド39
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練習の確認と参照資料
練習資料フォルダーの「回答確認チェック.txt」に例題8問と確認する内容をまとめています。FAQ資料にない情報を推測していないかも確認します。
この教材で確認した8問は、資料内に質問例を含む学習用のテストです。自分の資料で使うときは、言い換えや複数の条件を含む質問でも試してください。
Docker Desktopの公式導入手順  https://docs.docker.com/desktop/setup/install/windows-install/
DockerとWSLの連携  https://docs.docker.com/desktop/features/wsl/
Difyの資料検索ノード  https://docs.dify.ai/en/cloud/use-dify/nodes/knowledge-retrieval
今回使用したDifyのソース  https://github.com/langgenius/dify/tree/1.19.0
BGE-M3モデル  https://ollama.com/library/bge-m3
現在の設定  高品質・bge-m3・ベクトル検索・Top K 3・閾値オフ。ノードはウェイト設定、セマンティクス1.0、キーワード0。アプリは公開前の下書きです。
Dify 完成版  2026年11月15日  |  
image1.png
dockerdesktop Fesona Q search (3] A s

Gordon [ Volmes oueemcie

@ Containers

& Images

@ Logs
& voliges [ ] ”
¥

© Kubernetes o
& Builds
@  Models Containers can use volumes to store data
X MCP Toolkit All data in a container is lost once it is removed. Containers use volumes to persist data
@  Settings
£ Extensions

Multi-container applications Persist your data between containers

8 mins 3 mins

View more in the Learning center \
& Engine running "o RAM1.19GB CPU0.00% Disk: 1.37 GB used (limit 1006.85 GB) > v va99.0





image2.jpg
Dify @msm@En O

BEEETHV Y FORE

TIVr—2 A OERP LIM TONALOEREYL. &
BETHIY POBRAERERELET.

X=LTELZ
-4

KRT—F
7 @®

ECES

BXFLHFESS.

Github A =7 Y =2 51 £ AEREBLTH'5. Dify Community
dition EBIELTC KT, A—F>Y—25TEVR

S B UETH BTN BD ET

2026 LangGenius, Inc. All rights reserved.




image3.png
Model Name *
bge-m3
Model Type *

Text Embedding

EFLORBHER
£
PCROXERRET L

Base URL "

http://host docker.nternal:11434




image4.png
AR
RAFFR BT FTT, BREIAVTHFIMARICALF v > BALET.

Fr o OHWMF BAFYVOR FerIDF—N—=3v7

\n\n 1,024 characters 1 characters  J




image5.png
@ LLM

BE

@ Dify_SBFAFAQ.ixt... qwen3.8:27b  CHAT ®LLM (dtext





image6.png
FIAhRE Rerank £ )1

€TYT1. 10 0%—7—F

07




image7.png
FvEa— o)

RYAVEFO TV FRAe

oEs >
XY AVEFS>TURWMEE TS, BHTED
S5h&Ed. HLELERZTZHBEI3. FHs
ICHLRATLEE W,

3@

w Dify SEAFAQ BRMLEEE L.




image8.png
5E8E ERAM

DifyCTCE&d L&
AILICE I IRERDZ RS

85 - THA - BE - BESTEHICES

CTHSFARICIE CTER OB TS




image9.png
Dify ELAIEFTILEERAY —)LDEE

Dify AIEF I

AN ARZR FADIK, ERSRIBIRZZGA T,
SHERY — LR L7z XEVPREZERT Do
RDIENEET DR, WEIRETILNIER S D

% D—207J0—&F ANDSERFTOUEFIETY.

Dify FeRkiiR 5588

EAY-)L
B - BYE| - BREDEMT.

XEDRELESH U
EE RN

26/ 39




image10.png
ESRXATOEREENT 14E

FIRDBEAITY . BIZ - £5F - BHRABSOIELS (R LET

H*H= Dify LAIICER 89 IBINS I OHEER

HABEWEDE A FIEZR L CEZE BROEF. RILEEEDORS
HwRESE - BB ADNAEZEEUXEL XFHRIU, Word\DECE

1B - ExEr Rk, EEX. BEER RS REWEEAL BT

72— ot [ElzERuNps g a2 ) IEREIRHER - REtDETE

RiE - 2RE ANER LEmIBROSR IRFCEE iR, Mg - AGRIL—IL

X ERERETEIFO— REAN, XBOREFT>TL— hEADEBLET.

Dify FeRkiiR 5588 27/ 39




image11.png
BEAEDSHEEZEDiHN

WA FTFANATZREET DRITO/NSIMEHEA NS

AEAHD | BH mEER
rsE. B IESHC &0 i [opupae ReOFZIERT WAEE &
KOETEAN. ERED TS, KRR I, XE#EED. TAEERE.

SHEEDOWord(CiE LT B1EE
WordD7 > 7 L— bR UIADIUEZ R (CHAEDEET .

Dify SehhR 8% 28/ 39




image12.png
FYA > ToFEREL ETFORE

Dify CTIREN SR ZEIB L. BURAER - SI/FY —ILNEIHERTY

T owescaesws —————

1R - [REX EBE. k. JE—, BlE TS Rt EBROMER

SRR BEPERMZERY —ILNET BIRAERRAL - O— D) LEITIRIR

EEEDIFRK ZER A ERDIE N ZER D I mAAR ORI D — a2 R
oAbl RFVORNEDTF I Y IEIE XF - OJDIERREE. ARIRE

X XFEPOJZEEMECE<FEG. T>TL— MOERZEDS CEELPI<RDEFT,

Dify FeRkiiR 5588 29/39




image13.png
152 DR RCMZE/ES 1B

IR - B75 - IREDIEHY —)LIFRICAR L. Dify D SPUBZIFUH UFET

FREE. R. Dify EAIHY BI4ERRAL FE.-OIJ-
ZfE. 1BHET. BREREVED. ’éﬁé\ﬁzgo %ﬁ%kiitéﬁin

X B (C(EFFmpegEdifsk - ESHUREZESHEINEZISNFT,

FROEBREHSOE®, A2y - SOFRECERIOUENLETT,

Dify SehhR 8% 30/ 39




image14.png
BEIET B L ET(CHERDHEN

IEUE L mBDHER

& mEE. 22H. BSOMlEE
BICIEVLWERET D E[FTEEEA.

RIS mERELE T,

MBI &85

SHOIL—IVEFRDIEE(S.
BERAPAPIIRENSELE T,

ERUCTOLWRWS AT AIRETEEE A

FRE. EF)L. MY —EXDRHFICEEAESNET,

X QUIRRE - FRFFIAEE. PCH

Dify FeRkiiR 5588

31/39




image15.png
AICE T iR & SRIEHR

TRERDES Az EZZdH 1

EENEE S 7z, EDXSEITIN 15%(C93. IEEDERTEL
SIRIBIH - IR AR ZRDDICHDERN == IS RIL—-IL. EmEE. EiER
TDIZDAN SO DAFRHEITHRDIRNR SEIAE. FRBEDOER. BFOES

AIICHERIEROCSRBHEZEL. TNZEE(CHIE - £ERETES.

Dify FeRkiiR $R9E 32/39




image16.png
. W,
) mmen ] UM ° ©e=

BE

& Dify SREAFAQxt. qwen3.8:27b CHAT oum

I k. ¥ZTa 7). BHERERL. MR TEDIREICT B,

EEITZHEE BRE(CEMFR T DEPMZmOE L. B E—HEICAINET,

Dify SERiR 898 33/ 39




image17.png
SREREFBT—HDEL

BUEHIETE. EVSICLD THFUHBHIEDDEY

fEWS fz93h SEDEH & DBEF

N

SRIBIRELVTEY EERF CEROCEHIZREED ABDAENLTOCT MADSEIER

RAGTZHRYI D BhE T DN ZRRLTEY SEDFAQIRIR TE D 1273k
BIIFEICED ETIIBRDOEHZEHI D RDFBIRCFRNGE

X DifyDBREDOENERE. RBEOEMTY. ETILAEOENFE LFTENMRRDETY.,
SEIOHAT(E MHER [SB1ER] [O>FFX N EEREBRMENDDFET.

Dify FeRkiiR $R9E 34/39




image18.png
KRRNIZ6DDUNEDFHEN

MERERE ECHSFE>TIDINT, BRHNEDDEY

ERIZTTIOD E[:0kata ey i ha TATTHU, XEDOTES
ZDZDATIZED SEDAELE 2R SEERE. . FSH|R
RAGTERZRT BIRENOREREFZSHR R FIEORWEDE
BT —9%EEY 3 APINSTEEElitg Z BNG EERE. 55 ERRDHRNA
V=)Lt EZEDS SR> — RTHULE RIEEtE. BHEOIROD T
BHITEZEDR< TEE. R BIE. T ILERK HREE - REZOHE

% APIZY T REEAEHRZPDED I3EOTY . RAGRIUEICIEU THASDEET .

Dify SehhR 9% 35/39




image19.png
Mg & (CEDDERIBH

AT UMD SRVER] & (EES ORI ICESHTAFT

R ALICBIRE VW IEIRDORMA fACESH

FHA> BREE. 0. & S8 5A 2N IS5 RICESTE— A8
BRI B EXELVNE. R, SEIME. B8 ;’f*‘ EHBRL, ERRTHRRDIS
FL AR wAl. REEER. BE. N—ofl HSL—)L  BEORICEI< Eroles

VT R T THIE ﬁféﬁg‘ EEDRA. BIFRE. B R ZRE  eion moes

X BRIERIZI TR, SOKME. REAS. IS XT ADSHT —YEHFMEHTRDET,

Dify SehhR 9% 36/ 39




image20.png
FLP7REBEPOBEZZIET DHEM

BRI T, COPCICEFEMEEZERLIZEDTEHDEREA

FERICiE YRR TOHER IR
Bt RN TETDEM BRIBR. SOFES. =RDHIIL
BEDIE. Wi L—Ib. BFEMIZHELTNDN,

[SIIELWL] EEDNEES

BEREEATVDINZHER T DRERTIRET D.
BRRE(CHI SNIZIHE (IR TID. Lo TEibIL—ILEARET D.

X REROWEE(C(E, BIEE. Shso. Soamk. IWEREOHRRENVETTY,

Dify SehhR 595 37/39




image21.png
AUBSETERERRRITEDS

fEDEVWER BINY 3Rk NE

AEZFHPI<ERD ARAEE, EEBDIETR
HAL—ILITADTEL BB —IVZEEZEITH. RAGTSER
BHTDTLEEAND 7o LT —5ZEUS I DAPIIR EDILIE
SFHEEDWord(CE EIFD T2TL— MMIRULADL T 7 1) LAERALE

% F2TL— bE XFPEBEOREZSH SN UHRDIZORAZ T .

Dify SehhR 9% 38/ 39




image22.png
RYIDREMZ R DI HDHER

A7z FERk fAzEREH. AR - RR - EEE BIEHAIIC TTDIFR EFERZE
[Scy=lRVaN fAIRRED ESHEHFEDEDN AZEEDH. ESRET DN,

BRDLRWNES([R}. BRXICEEANTHDDIHFEEHDET.
—DOEETHLU. BWECIBRDTZETANRAGYIMNEREEZEMLET,

Dify SehhR 9% 39/39








